
 

 

WNI 気象文化創造センター「第１１回気象文化大賞」助成報告書 

 

気象情報や防災情報の具体的な活用方法を身につけた中学生が、主体的に行動 

することで、気象災害から身を守ることができる地域を育てる活動 
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１ はじめに 

今までの研究で、主体的に気象情報を収集したり、気象現象に興味をもったりする生徒は増えてきた。

気象現象が身近なものであり、生活に密接する内容であると理解できる生徒は、その延長線として気象

災害を考えることができ、より現実的に避難行動を計画できるようになることが明らかになった。 

今年度は、これらの活動をさらに発展させ、生徒が自分の住む地域を気象災害から守る方法を学び、

その成果を地域に発信することで、地域全体の災害対策への意識が高まると考えて実践を行った。 

 

２ 実践 

２－１ 科学技術教育としての位置付け 

理科の学習に有用性を感じ、楽しいと思え

るようにするため、実社会・実生活との関連

を重視し、有用感を感じさせるさまざまな実

践研究が行われてきた。しかし、授業時間の

確保が難しかったり、生活や社会の中で、学

習内容と活用場面とが十分に結び付くまで

の成果がみられなかったりして、教育現場で

の広がりはあまりみられなかった。 

そこで、理科と技術科での内容が関連する

学習でクロスカリキュラムを作成し、科学技

術教育として一体化させた。学習内容と活用

場面とが十分に結び付くまでの時間を確保し、      中学校科学技術教育での全体構成 

学習成果を長く日常生活の中で活用できることができる製作品等を作る授業を試行した。 

「情報の技術(技術科)を活用した気象学習(理科)」では、校内気象観測装置のデータやアメダスデータ

等をコンピュータでデータ解析させて共通する気象現象を発見させ、天気の予報に活用した。 

「自然と人間単元（理科）」を活用した「情報の技術（技術科）」の授業では、気象災害から身を守

るには、どうすればよいかについて、インターネットから情報を収集し、マイ・タイムラインを作成す

るとともに地域への啓発活動にも取り組んだ。 

 

２－２ 校内気象観測装置の運用（継続） 

様々な機器を利用して、校内気象観測、データ転送、データ活用を行った。昨年度から接続している

GIGAスクール構想によるネットワークは、高速であり安定している。Citizen Weather Observer 



 

 

Program (中田中学校は FW7125)、Netatmo、WeeWX のいずれのホームページもかなり安定してきた。観

測結果は、Citizen Weather Observer Programを通して、世界的な天気予報サービス windy.comでも利用さ

れている。 

            Windyによる F7125地点（中田中学校）観測結果の表示 

 

２－３ 身近な観測結果を利用した科学部の研究活動（継続） 

第８回日本気象学会ジュニアセッションでの発表 

 
科学部の活動対象として気象を取り上げ、身近な観測結果を利用して、地域の気候の特色を調べるよ

うにした。今年度は、校内気象観測データから疑問に思ったテーマに取り組み、第８回日本気象学会ジ

ュニアセッションの発表に応募した。 

第８回日本気象学会ジュニアセッション発表者一覧表より抜粋 

応募した３テーマについては、オンデマンド講演資料として掲載したり、５月２０日(金)に zoomを利

用してオンラインでの発表を行ったりした。専門家による厳しい意見を聞くことができ、生徒は今後へ

の研究意欲を向上させた。 

また、今回は科学部員だけでなく、科学部に所属しない生徒にも募集をかけた結果、２名の希望者が

参加した。研究や発表を経験することで、気象分野への興味・関心を高めることができた。 

 

Microbitの活用 

 

中学校理科での気象学習は、第２学年の後期になり、第１学年の生徒が興味をもつきっかけにするこ

とができない。そこで、小学校のプログラミング学習で利用され始めたMicrobitを活用して、オリジナ

ルのプログラムを作る活動に取り組んだ。 



 

 

プログラミングには、英国

Pimoroni社の enviro:bitを利用した。

国内の販売店から購入したが、在庫

がなくなったため、入手できた２セ

ットを利用した。マニュアルは英語

であったが、写真が多く、Microbitの

プログラミングが分かっている生

徒は理解することができた。活用メ

リットが大きいの

で、直接購入も考え

たが、経費と輸送日

数、手続きの複雑さ

の問題があり、実現

していない。国内の

会社による製造や

販売を期待したい。         enviro:bit を利用したプログラミングの学習 

 

２－４ インターネットを活用して、情報を収集し、活用する授業の実施 

GIGAスクール構想による生徒１人１台端末と高速回線

の普及により、インターネットを利用して効率よく調べる

ことができるようになった。また、動画資料等も活用でき

るようになった。今回は、下館河川国道事務所の「逃げキ

ッド」を利用する生徒が多かったので、「逃げキッド」を

入手して活用するとともに、「逃げキッド」活用のための

映像を生徒各自が視聴することで河川氾濫による災害に

ついての理解を深めることができた。 

学習したことを地元で生かすために、高岡市ホームペー

ジのハザードマップ、国土交通省ホームページの「浸水ナ

ビ」を活用した。「浸水ナビ」では、１０００年に一度の

大雨を想定し、校区に隣接する一級河川庄川の決壊によっ  一人一学習端末を利用した映像視聴 

て、どのような時間でどのように浸水するかをシミ

ュレーションした。 

高岡市で作成された「マイ・タイムライン」をベ

ースにしたひな形「中田校区のマイ・タイムライン」

を自分用に変更した。作成した「個人マイ・タイム

ライン」は、印刷して自宅に持ち帰り、各家庭での

防災・減災対策に生かしてもらった。 

「中田地区のマイ・タイムライン」のひな形は、

中田中学校のホームページでも公開し、自宅でも作

業を行えるようにした。保護者や地域の方々も利用

できるようになっている。                マイ・タイムラインの作成 

２－５ 地域防災映像の作成と限定配信 

生徒は、インターネットを利用した様々な学習、「逃げキッド」を使った防災学習や地域マイ・タイ

ムラインの作成によって、中田地区で、気象災害から身を守るために必要なことを学習した。地域に特

化した気象災害から身を守る方法を自分の住む地域の方々に知らせるために、自治会ごとの地域防災映

像を生徒一人一人が作成した。 



 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会ごとの地域防災映像の一部の例 

 

作成した映像は、YouTube の限定配信を利用し、令和４年２月２４日～３月３１日の期間限定、自治

会ごとの地域限定で配信を行った。次のような配信案内を中田地区全世帯分作成し、自治会ごとに限定

配信する防災映像のアドレスを QRコードで印刷した。配布は、各自治会に協力していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中田地区全世帯に配布した防災映像案内パンフレット(裏面は自治会ごとの個別印刷)  

表面 裏面 



 

 

限定期間終了後の各映像の視聴状況は、次のようになった。各自治会の世帯数が多くないのでアクセ

ス数は大きくならなかったが、週末にたくさんの世帯が視聴されていることが分かった。 

           各映像の視聴状況(YouTube Studio チャンネルのコンテンツ) 

 

 

２－６ 活動の発表 

 

今年度の取組を中心に、研究成果をまと

め、第 １４ 回日本気象予報士会研究成果

発表会(2022 年２月２７日)、科学教育学会

2021 年度第３回研究会（令和４年（2022）

３月６日（日））、気象予報士会北陸支部定

期総会(令和４年５月８日（土）)で、発表を

行った。多くの方から取組推進についての

激励をいただいた。また、生徒の活動がきっ

かけとなり、地域自治防災会の講演会に講

師として参加した。ここでは、生徒と共に学

習した中田地区に特化した防災の話をする

ことができた。当日は、地元のケーブルテレ

ビ局の取材もあった。                中田地区自治防災会での講演 

３ まとめ 

これらの実践を通して、生徒は主体的に学習しようとする場面が多く見られた。地域の方々にも好意

的に受け取ってもらえ、学校と地域の信頼関係が深まったように感じた。 

今年度の「気象災害から身を守る方法を自分の住む地域の方々に知らせる啓発映像の作成」は、教師

が作成指示を出せば、生徒は作成するだろう。しかし、主体的に考えたり、地域に愛着をもって取り組

んだりすることは難しい。３年前より助成を受けたことをきっかけに行った、基本となる気象現象や天

気予報の理解、気象災害から身を守るときの基本的な考え方、マイ・タイムラインの作成等の学習があ

ったからこそ、啓発映像制作に対する意欲が高まり、主体的に取り組むことができたと考える。 

今後も、気象災害から身を守る学習や地域への啓発活動等、学校と地域が連携する活動を継続してい

きたい。 
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